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第５回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和２年２月18日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時59分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 高速交通体系に関する件 

 熊本都市圏交通に関する件 

 付託調査事件の閉会中の継続審査について 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長  髙  木  健  次 

        副委員長 緒 方 勇 二 

        委  員 前 川   收 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 吉 田 孝 平 

        委  員 島 田   稔 

        委  員 南 部 隼 平 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 山 川 清 徳 

交通政策・情報局長 内 田 清 之 

首席審議員兼交通政策課長 重 見 忠 宏 

土木部 

部 長 宮 部 静 夫 

道路都市局長 村 上 義 幸 

道路整備課長 亀 崎 直 隆 

首席審議員兼都市計画課長 坂 井 秀 一 

 警察本部 

交通部長 古 庄 幸 男 

交通規制課管理官 坂 本 昌 弘 

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 松 本 浩 明 

    政務調査課審議員 松 永 隆 則 

                   

    午前９時59分開議 

○髙木健次委員長 おはようございます。 

 ただいまから第５回高速交通ネットワーク

整備推進特別委員会を開催します。 

 なお、本委員会に２名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、山川企画振興部長から総括説明をお

願いします。 

 

○山川企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、本委員会の付託案件の概要について御

説明申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、中九州横断道路の大津―熊本間につ

きまして、１月14日の都市計画決定により、

事業化に向けて県が行う全ての手続が完了い

たしました。来年度の事業化に向けて、しっ

かりと取り組んでまいります。 

 続いて、空港のコンセッションにつきまし

ては、委員の皆様には２月３日にごらんいた

だきましたように、国内線別棟ビルの整備が

最終段階に入るなど、４月からの会社による

空港全体の運営開始に向けた準備が着実に進

んでいます。 

 運営会社への出資や取締役の派遣、パート

ナーシップ協定の締結など、県と運営会社と
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の連携体制の構築についても、引き続き手続

を進めてまいります。 

 また、国際航空路線につきましては、ラオ

ス航空による熊本―ラオス線が３月18日に就

航予定となっておりましたが、同社から就航

延期の連絡があり、現在、日本政府と連携

し、ラオス政府及びラオス航空と就航に向け

た協議を継続しています。 

 一方で、日韓関係の悪化により運休してい

た韓国線については、２月６日にエアソウル

及びティーウェイ航空、両社からソウル線の

運航再開の通知があり、エアソウルは、こと

し３月16日から週２便で、さらに、ティーウ

ェイ航空は、４月17日から週４便で運航を再

開することとなりました。 

 運航再開に向け、航空会社や旅行会社と連

携し、利用促進及び路線安定化にこれまで以

上に取り組んでまいります。 

 なお、感染が深刻化しております新型コロ

ナウイルスへの対応状況でございますが、入

国者対策としましては、阿蘇くまもと空港の

検疫所におけるサーモグラフィを用いた乗客

の体温計測や、航空会社による乗客への健康

カードの配付などの水際対策が行われている

ところです。 

 国際線において、予約のキャンセルが見受

けられるものの、各航空会社からは、現段階

で運航自体への影響はないと聞いておるとこ

ろです。 

 県内の鉄道・バス・タクシー事業者に対し

ても、感染防止対策の徹底や、従業員等の感

染が確認された場合の連絡等をお願いしてお

ります。 

 今後も、各事業者と情報共有を図りなが

ら、県内公共交通機関における予防と蔓延防

止に努めてまいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 将来の熊本都市道路ネットワークにつきま

しては、昨年12月25日に第３回の検討会を開

催いたしました。委員間で共有した熊本市を

中心とした新たに必要な道路ネットワーク機

能のイメージについて、熊本県の新たな広域

道路交通計画への反映や短・中期的対策の検

討を進めてまいります。 

 また、熊本におけるバスのあり方検討につ

きましては、昨年の３月から、県内バス事業

者と県、熊本市で検討してまいりましたが、

このたびバス事業者５社が共同経営に移行す

ることに合意しました。 

 独占禁止法に関する特例法の施行後、速や

かに共同経営が実施され、バスの利便性向上

に向けた取り組みが推進されるよう、県とし

ても必要な支援を行ってまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から御説明申

し上げます。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

○髙木健次委員長 続きまして、付託事件に

関する事業概要等の説明に入ります。 

 まず、事業概要について説明を求めた後、

一括して質疑を受けたいと思います。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま、簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 亀崎道路整備課長。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 着座にて説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、変更した箇所を中心

に説明させていただきます。変更部分につき

ましては、アンダーラインを引いております

ので、よろしくお願いいたします。 

 まず、Ⅰの１の高規格幹線道路等の整備に

ついて御説明を申し上げます。 

 12ページをお願いします。 

 地域高規格道路の中九州横断道路です。 

 現状の欄の１つ目の丸、熊本市から大津間
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についてです。 

 ２つ目、３つ目のポツの環境影響評価と都

市計画手続でございますが、先ほど山川部長

の総括説明にありましたとおり、九州縦貫自

動車道から国道325号までの約14キロメート

ル区間について、これまで進めてきたこれら

の手続が、昨年12月の熊本県都市計画審議会

の議を経て、１月14日に完了いたしました。 

 今後、国の新規事業採択時評価の手続が予

定されておりますが、県としましては、来年

度事業化に向け、しっかりと取り組んでまい

ります。 

 次に、15ページをお願いいたします。 

 熊本天草幹線道路です。 

 現状の欄の１つ目の丸、熊本市から宇城市

三角町の３つ目のポツ、宇土市上網田町から

宇城市三角町間の計画段階評価につきまし

て、先週２月12日に第２回目が開催され、政

策目標やルート帯等について審議されまし

た。 

 今後、沿線住民の意見を聞くためのオープ

ンハウスの設置や、沿線自治体、企業等に対

するヒアリング、地域住民へのアンケートが

行われると聞いております。 

 次に、少し飛びまして18ページをお願いい

たします。 

 各路線の建設促進活動について記載をして

おります。 

 12月の本委員会後の主な活動内容について

御説明いたします。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道です。 

 一番下になりますが、１月15日に、九州中

央３県議員連盟の総会が宮崎市で開催され、

総会後に事業の進捗状況や必要性を説明し、

国に早期整備の要望を行いました。 

 19ページをお願いいたします。 

 一番上になりますが、１月20日に、知事、

議長、九州横断議連、県選出国会議員、期成

会が合同で、国土交通省に蘇陽―五ヶ瀬間の

新規事業化の要望を行いました。 

 また、２月３日、４日には、熊本、宮崎両

県の期成会による九州中央自動車道建設促進

熊本・宮崎合同提言活動が実施され、九州地

方整備局、国土交通省及び県選出国会議員の

皆様へ要望活動を行っております。 

 次に、21ページをお願いいたします。 

 ③の中九州横断道路です。 

 １月15日に、九州中央３県議員連盟の総会

において、先ほどの九州中央自動車道と同様

に、事業の進捗や必要性を説明し、国に早期

整備の要望を行いました。 

 その下の１月20日でございますが、こちら

も先ほどの九州中央自動車道と同様に、知

事、議長、九州横断議連、県選出国会議員、

期成会が合同で、国土交通省に大津―熊本間

の新規事業化の要望を行いました。 

 また、１月22日、23日には、中九州・地域

高規格道路促進期成会により、財務省、国土

交通省、県選出国会議員への要望活動が行わ

れております。 

 今後も引き続き、要望活動などを通して道

路整備の必要性、予算の確保を訴え、事業を

推進してまいりたいと思いますので、委員皆

様の御支援をよろしくお願いいたします。 

 以上で道路整備課の説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 ２、航空路線の利用促進について御説明い

たします。 

 (1)空港の旅客者数の状況でございます。 

 阿蘇くまもと空港の４月から12月までの旅

客者数は、国内線で、前年度に比べまして約

６万7,000人増の248万1,000人、対前年度同

期比102.8％、国際線で、前年度と比べて約

３万6,000人減の10万2,000人、同じく74％、

合計で約３万1,000人増の258万3,000人、同

じく101.2％となっており、前年度の旅客者
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数を上回っているところでございます。 

 続いて、27ページをお願いいたします。 

 (2)国内線の振興についてでございます。 

 国内線の各路線の旅客数につきましては、

対前年度同期比で申し上げますと、東京線で

100.8％、大阪線では112.1％、名古屋線では

97.8％、沖縄線で104.4％という状況でござ

います。 

 続いて、28ページをお願いいたします。 

 こちらは、阿蘇くまもと空港の定期便の就

航状況でございます。 

 国際線の状況につきましては、後ほど御説

明をいたします。 

 30ページをお願いいたします。 

 こちらは、国内線の４月から12月の旅客数

を表にまとめてございます。御確認をいただ

ければと思います。 

 32ページをお願いいたします。 

 (3)国際線の振興についての1)現状でござ

います。 

 33ページをごらんください。 

 上から４つ目の丸でございます。 

 こちらはソウル線の現状でございますが、

ソウル線は、現在、日韓関係の悪化の影響を

受けまして運休しておりますが、ことし２月

６日にエアソウル及びティーウェイ航空、両

社からソウル線の運航再開の通知がございま

した。エアソウルにつきましては、ことし３

月16日から週２便、月、木、そして、ティー

ウェイ航空は、４月17日から週４便、月、

水、金、日で運航を再開する予定でございま

す。 

 続いて、35ページをお願いいたします。 

 一番下の丸でございます。 

 こちらは、ラオス線の現状でございます。 

 ３月18日に就航予定となっておりましたラ

オス線につきまして、１月23日にラオス航空

から就航日を延期するとの連絡がございまし

た。現時点で就航日は未定となってございま

す。 

 続いて、37ページから38ページにかけまし

て、参考の２から４でございますが、今年度

のソウル線、大邱線、高雄線、香港線の月別

利用状況でございます。 

 利用率につきましては、各表の一番右下の

欄に記載してございます。ソウル線で平均70

％、大邱線で45％、台湾・高雄線で77％、38

ページに移っていただきまして、香港線で75

％となってございます。 

 次に、2)今後の取り組みについてでござい

ます。 

 ソウル線、大邱線の部分でございますが、

運航を再開するソウル線につきましては、航

空会社や旅行会社と連携し、より一層の利用

促進及び路線安定化に取り組むとともに、大

邱線については、引き続き早期の運航再開に

向けて航空会社との協議を継続してまいりま

す。 

 39ページをお願いいたします。 

 一番下の丸でございます。 

 就航日を延期するとの連絡がありましたラ

オス線でございますが、現在、ラオス航空と

就航に向けた協議を引き続き実施していると

ころでございます。熊本国際空港株式会社及

び日本、ラオス双方の関係機関等と連携し、

引き続き就航実現に向けて粘り強く取り組ん

でまいります。 

 次に、41ページをお願いいたします。 

 ３、熊本空港の運営の民間委託とアクセス

改善についてでございます。 

 (1)空港の運営の民間委託についてでござ

います。 

 42ページに移っていただきまして、2)今後

の取り組みの部分でございます。 

 熊本国際空港株式会社への出資、非常勤取

締役の派遣によりまして空港運営に参画しま

すとともに、同社とのパートナーシップ協定

に基づき連携した取り組みを進めることによ

り、コンセッション方式の導入による空港の

活性化の効果を地域振興や観光振興などのさ
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まざまな分野に波及させてまいります。 

 44ページをお願いいたします。 

 (2)空港の施設整備、活性化に向けた取り

組みでございます。 

 恐縮でございます。少し飛びまして46ペー

ジをお願いいたします。 

 参考３、国内線別棟ビルの概略図、そして

現況写真でございます。 

 ４月７日の別棟ビル供用開始に向けまし

て、準備も最終段階に入っており、左下の写

真、また、去る２月３日に現地で先生方には

ごらんいただきましたとおり、航空会社のカ

ウンターの設置など、内装工事が着々と進ん

でいるところでございます。 

 あわせて、別棟ビルの西側のサテライトビ

ルにつきましても、物販や飲食に係る店舗の

入居に向けた工事が進んでいる状況でござい

ます。 

 飛びまして51ページをお願いいたします。 

 空港アクセス鉄道の整備の今年度の取り組

みでございます。 

 一番下の丸でございますが、空港アクセス

鉄道につきましては、独立行政法人鉄道・運

輸機構に調査業務を委託して検討を進めてお

ります。同機構から、年度末に事業費や需要

予測、収支採算性、費用対効果等を取りまと

めた調査報告書を受領することとしておりま

す。 

 調査結果につきましては、報告書の内容を

精査した上で、本委員会等でしっかり御報告

をしたいと考えてございます。 

高速交通体系については以上でございま

す。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の55ページをごらん願います。 

 ローマ数字Ⅱ、熊本都市圏交通に関する件

で、前回から変更のありました箇所を中心に

御説明いたします。 

 少し飛びますが、資料の60ページをお願い

します。 

 熊本都市圏交通施策の主な取り組みといた

しまして、4)将来の熊本都市道路ネットワー

クの検討についてでございます。 

 資料の61ページをごらんください。 

 変更のありました箇所は、一番上の白丸に

なります。 

 第３回検討会を昨年12月に開催しました。

検討会では、熊本市を中心とした新たに必要

な道路ネットワークの機能イメージとして、

以下の①から③を委員の間で共有いたしまし

た。 

 ①は、熊本市中心部と高速道路インターチ

ェンジのアクセス強化を図ること。②は、熊

本市中心部と広域交通拠点の人や物の流れの

効率化を図ること。③は、熊本市中心部を通

過する国道３号線の道路空間を再編し、広域

的な交通を分担すること。 

 右の図が、熊本市を中心とした新たに必要

な道路ネットワークの機能のイメージでござ

います。 

 今後の取り組みといたしまして、道路ネッ

トワークの長期対策については、熊本県幹線

道路協議会に報告し、県の新たな広域道路交

通計画へ反映していきます。短期対策及び中

期対策につきましては、引き続き議論を深め

ていく予定でございます。 

 都市計画課からの説明は以上でございま

す。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 62ページをお願いいたします。 

 (2)公共交通機関の利用促進について。 

 1)バスの利便性向上の部分でございます。 

 上から２つ目の丸をごらんください。 

 県内バス事業者５社と県、熊本市で、熊本

におけるバス交通のあり方検討会の検討成果

といたしまして、バス事業者５社が独占禁止
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法特例法の成立後に共同経営の枠組みに移行

し、会社間の垣根を越えて路線再編や利用促

進等の取り組みを実施していくことを確認い

たしました。 

 63ページに移っていただきまして、今後の

取り組みのところでございます。 

 上から１つ目の丸でございます。 

 本年４月には、バス事業者により共同経営

準備室が設置されます。独禁法特例法の施行

後、速やかに共同経営が実施できるよう、同

室で進められるあるべきバス路線網の実現に

向けた取り組みの検討や共同経営計画の作成

等について、必要な支援を行ってまいりま

す。 

 次の丸でございます。 

 ことしの秋に、仮称ではございますが、バ

ス・電車100円の日が実施される予定であ

り、公共交通機関の利用促進や県内各地域の

活性化を図ってまいります。 

 資料の説明につきましては以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○髙木健次委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。 

 何かありませんか。 

 

○前川收委員 ２つあります。１つは、12ペ

ージ、中九州横断道路についてであります

が、御説明のように、もう既に県でやるべき

環境影響評価や都市計画手続等々について

は、全て１月中に終了したというお話を伺っ

ております。大変短期間で頑張っていただい

たことに敬意を表したいというふうに思って

おりますが、新年度事業化というものを目標

にやってきているわけでありますが、その見

通しについて御所見をお聞かせいただきたい

というふうに思います。 

 もう一つは、61ページ、都市圏交通、熊本

都市道路ネットワークというものの検討状況

についてでありますが、御報告では12月25日

に会議を開いたということでありますが、な

かなか、これまでの経験で言えば、こういう

会議はずっと開いていかれるんですけれど

も、具体的な方法論が生まれてこないんです

ね。 

 例えば、３号線の空間をという話がちょっ

とありましたけれども、じゃあ３号線はソフ

トじゃなくてハードとしてどうやるのかとい

うことについて、やっぱりきっちり議論して

いただかないと、結局このイメージのままだ

けだったら前と何も変わらないという状況に

なると思いますし、また、インターチェンジ

アクセスや、それから空港アクセス、それと

さっき言いました３号線、この３つの部分と

いうのは、かなりハードな部分、ハード整備

の部分で頑張らないとできないんじゃないか

なというふうに思っておりますけれども、そ

のハード整備について、何をどうやるのかと

いう具体的な話まではまだ行ってないという

ことですかね。お答えをお願いします。 

 

○亀崎道路整備課長 まず、中九州横断道路

の見通しということでございます。 

 中九州横断道路につきましては、委員の皆

様方の御支援をいただき、これまでたびたび

要望活動を行ってきたところです。 

 東京の半蔵門ホテルでの朝食会を兼ねた大

会であるとか、つい先月20日でございます

が、チーム熊本として、議連の前川会長のお

声かけにより、国会議員もほぼ全ての先生方

に出席していただいたということで、非常に

我々としては心強いところでありまして、国

土交通省の職員の皆様からも、非常に迫力の

ある要望であったということも聞いておりま

す。 

 これまでチーム熊本として、この中九州横

断道路、これはやはり我々の悲願と申します

か、これは絶対落とせないといいますか、こ
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れは達成しなければならない事業かなという

ふうに考えております。 

 そういったことから、これまで要望活動を

行ってきております。そういった意味におい

ては、一定の手応えといいますか、それは感

じておるところでございますけれども、まだ

まだ手続としては、国におきましては、新規

採択時評価と先ほど申し上げましたが、九州

地方整備局で外部の有識者を含めた委員会が

ありますし、東京においては、その後、また

道路局においてそういった委員会が開催され

る予定でございます。 

 我々としては、最後まで油断することな

く、しっかりと県のその必要性なり要望とい

うのも伝えてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○坂井都市計画長 都市計画課でございま

す。 

 委員御質問の件につきまして、まず、機能

イメージを図であらわしております。青で説

明している部分につきましては、長期対策が

必要というところで、これにつきましては当

然ハード整備等考えられます。ハード整備に

なった場合は、長期に時間が必要になってく

るという形になります。 

 これをどういうふうに次のステップをやっ

ていくかということで、今後の取り組みのと

ころに表示しておりますけれども、この必要

な道路につきましては、熊本県の幹線協議会

のほうに報告しまして、計画としてしっかり

そこに位置づけた上で、ハード整備が必要で

あれば、そこの部分については計画的に進め

ていくというステップを踏まなければならな

いというふうに思っております。 

 ただ、中期的な対策、また短期的な対策に

ついては、もう既に、国、県、市、それぞれ

どういうことをやるかというのをしっかり押

さえながら、今進めているところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 中九州横断道路については、

ぜひいろんな手続をしっかり見きわめなが

ら、新年度事業化に向けて、情報も共有して

いただきながら頑張っていかなきゃいけない

と思っていますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それから、熊本都市道路ネットワークにつ

いては、済みません、短期、それから中期で

やる部分については、まあ前提にもちろんあ

るわけでしょうけれども、その中期の部分に

立体化というものも中に入っていまして、そ

こは間違いなくハードがいるわけでございま

して、私の感覚でいくと、もちろんソフト対

策はとても大事で、ソフト対策でクリアでき

る部分はしっかりクリアしてもらいたいと思

っていますが、ソフトだけでは多分できない

だろうと。やっぱり何らかハード対策、この

中期計画の中にもございますように、ハード

対策がなければ多分解消、まあ全部解消する

のは非常に難しいかもしれませんけれども、

少なくともあの全国ワーストと言われるよう

な状況から脱していくということに対して

は、やっぱり中長期の計画をしっかりやらな

いとだめだと思うんですね。 

 これは、これまでも何度も言ってきました

し、県民的な議論も含めてでありますけれど

も、検討は随分なさっているという話ですけ

れども、前から言われているわけであります

が、検討しないと先に進めないことは十分わ

かりますが、これまでの蓄積の検討もあった

わけでありますし、この検討の段階から次の

ステップに移るということを急がなきゃいけ

ないというふうに思っていまして、それが具

体的な計画をいつまでにつくるという、いつ

までという部分だと思うんですね。つまり、

中長期、中期のハード、長期のハードをいつ

までにその計画をつくると申しますか、でき

上がるのはまだもうちょっと先になると思い
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ますけれども、その計画というのはいつまで

につくるつもりですか。 

 

○宮部土木部長 済みません、この幹線道路

協議会の会長を一応土木部長のほうがやって

いますので、私のほうからちょっとお答えさ

せていただきます。 

 この幹線道路協議会の中で、今回の長期に

向けたビジョンも含めた具体的な道路に関し

ては、位置づけというのは、この幹線協の中

でやっていこうというふうに考えています。 

 ただ、当初は今年度でやろうかと思ってい

たんですが、ちょっとそこが全国的なスケジ

ュールもあって、ちょっと今間延びしており

ます。今年度に開かれるかというのは、ちょ

っと今のところ定かじゃないんですが、少な

くとも早いうちにこの位置づけというのはし

っかりとやらせていただこうかというふうに

思っています。私の希望としては、もう来年

度にも開いていきたいというふうに思ってい

るところでございます。 

 ただ、その中で、じゃあ具体的に位置づけ

された中で、今後は具体的な計画、先ほど前

川委員のほうからありました、２階建てにし

ていくのか、どういう構造でやっていくのか

というのに関しては、またそれから、その位

置づけを踏まえた上で詳細な計画等は一歩一

歩やっていくことになるんじゃないかなとい

うふうに思っています。 

 ただ、１つだけ言えるのは、私どもが考え

ているこの都市圏の問題というのは、やはり

僕らとしても喫緊の課題というふうに思って

おりますので、そこについては、スピード感

を緩めることなく、しっかりとやらせていた

だこうかと思っていますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 

○前川收委員 関係機関との協議等々もある

ので、そんなにすぐにできないとおっしゃる

のはよくわかりますが、いずれにしてもこの

課題というのは、別に最近出てきた話じゃな

くて、もう何十年も前からずっと議論されて

きている、まあその議論が結実したのかどう

かわかりませんが、実行されずに、結果とし

て全国で最も渋滞がひどい地域に、まあ大都

市圏以外ではですね、なってしまった経緯が

あるわけですから、今始まった話じゃないと

いうのは、多分私だけじゃなくて、県民多く

の皆さん方の認識だというふうに受けとめる

べきだと思っております。 

 その上で、これまでもいろんな方法論につ

いては、そんなにたくさん方法があるとはち

ょっと思えないので、まああれば教えてほし

いんですけれども、ある程度の段階で、もう

これをこういうやり方でやりますという計画

は早くつくってもらいたいと思うし、それを

いつまでにその計画をつくるか、つまりこう

いうやり方、例えば３号線を２階建てでいき

ますと、インターチェンジアクセスについて

はこういうことですという話を具体的な絵に

して示してもらうのがいつなのかというの

を、まあそこからももちろん大事ですよ。絵

だけ書いて先に行かないというわけにはいか

ないし、関係機関との協議は要ると思います

から、それがいつなのかということをちょっ

と聞きたいんです。 

 じゃあ、済みません、聞きます。いつを目

標になさっていらっしゃるのか。その計画を

ちゃんとつくり上げるのがいつというふうに

目標を定めていらっしゃいますかね。 

 

○宮部土木部長 早ければ来年度を目標に頑

張らせていただこうかというふうに思ってお

ります。 

 

○前川收委員 ぜひ新年度中ぐらいにはです

ね、具体的な絵が見えて、将来的にはこうす

ることによって渋滞解消できるんだという、

その説明が我々にもできるようにしていただ

きたい。その後は、事業化して、実際に建設
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をしなきゃいけない、それはそれでまた大変

だと思いますけれども、それまで含めてしっ

かり議論していただければと思います。新年

度中にですね。目標だから。関係機関ともち

ゃんと協議してやってもらわなきゃいけない

ので、そのくらいのスピード感、それでも少

し遅いかな。ことしの夏ぐらいまでにはと答

えてくれるならありがたかったんだけど、そ

れは皆さんの仕事の中ではほかの機関もある

でしょうからね。 

 じゃあ、わかりました。新年度末までには

具体的な計画を示していただくということ

で、土木部長、後輩の皆さんにしっかりお伝

えしていただいて、ここで公式発言に残して

いただきましたので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員長 ほかにありませんか。 

 

○前田憲秀委員 前川委員が言われたこと、

61ページなんですけれども、この右下の図で

すね。ルートや位置を示すものではありませ

んという断り書きはあるんですけれども、中

心地からいわゆるインターチェンジアクセス

約10分、上のほう、これは熊本インターだと

思います。下のほうは、これは御船になるん

でしょうか、約10分。これって、今でも多分

救急車でも無理な時間ですよね。 

 本当先ほどの議論のとおり、空港アクセス

は３つぼんと出て、これが絶対有利という形

で出ましたね。ここも、何かイメージできる

ものも、先ほどの２階建てなのか、道路の拡

幅なのか、どういうことがあり得るのかとい

うのもぜひ示してほしいなと思うんですけれ

ども、坂井課長、もう最後なので、何かあり

ますか。 

 

○坂井都市計画長 図のほうで時間等を示さ

せていただいております。熊本中心部から高

速道路まで約10キロあります。時速60キロの

車で行って10分というイメージを書かさせて

いただいております。 

 そうなると、どういう形の構造物をつくる

かというのはちょっと置いといて、機能的に

どういう機能が必要ですよねというイメージ

を統一するために、時間をちょっと埋めさせ

ていただいたところでございます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 ぜひ進むように、何かでき

れば夢を持つような、こうなればこういうこ

とが実現できるんだというような、来年度と

いうことですので、しっかり頑張っていただ

きたいと思います。 

 あと１点だけ、39ページ。 

 ラオス線についてなんですけれども、発表

があっていますように、３月18日の就航の予

定は延期ということで、まあこれは結果論で

すけれども、今コロナウイルス等さまざま自

粛ムードがあるので、結果的にはよかったん

じゃないかなと個人的には思っております。 

 そんな中で、先月だったですか、内田局長

が現地の、あれはジャパンエキスポ、何か熊

本県のブースでしっかりアピールをされたよ

うに聞いておりますけれども、何かあります

か。 

 

○内田交通政策・情報局長 ラオス線のこと

についてでございますけれども、私は、先月

１月30日から首都ビエンチャンのほうを訪ね

まして、ラオス国営航空、それから日本の国

土交通省に当たります公共事業運輸省、それ

から日本の官邸に当たります首相府のほう

を、日本大使館等に同行いただいて訪問した

ところでございます。 

 それぞれ延期になりました理由ですとか背

景等を伺うとともに、これからどういうふう

な方策をもって日本線のほうを就航しようと

思っているかという部分をそれぞれ確認させ



第５回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和２年２月18日) 

 

 - 10 - 

ていただきました。 

 なかなかラオスという国は、社会主義国で

ございますけれども、やはりピラミッド型で

ございまして、基本的に官邸がいろいろ決め

て、それを公共事業運輸省、それからラオス

国営航空のほうにおろしていくというような

形になってございます。そういうことで、今

回、首相府のほうも訪ねさせていただいたと

いう状況でございます。 

 まず、先方からの説明がございましたの

は、ラオスの国の財政状況が非常に厳しいと

いう状況になっています。そういう中で、国

営事業、さまざま水力発電ですとかあるいは

今回のような航空会社もそうなんですけれど

も、国営事業についてまず見直しを行ってい

ますという状況がございました。 

 そういう中で、ラオス航空のほうとしまし

ては、熊本のほうに週４便で飛ばしたいとい

う計画を出し、日本の国交省の許可を得たと

ころだったんですけれども、一旦それをラオ

ス政府の首相府のほうが預かられまして、財

政再建という観点からもう一回チェックをし

ているんだというような御説明がありまし

た。 

 一方で、ラオスと日本というのは、深い昔

からの友好的なつながりがございまして、こ

としの３月をもって国交65周年を実は迎える

だということでございました。日本からは、

たくさんのＯＤＡもいただいているし、それ

から、トヨタを初めとして200社近くの日本

の企業がラオスのほうに進出していただいて

いる状況なので、ぜひ、この65周年という機

会に、日本に対しては直行便を飛ばしたいと

いう気持ちは変わらないと、もう一回、例え

ば需要関係とか、あるいはラオス航空が週４

便で飛ばす計画書あたりをもう一回見直させ

ていただきながら、より飛ばす方向で検討さ

せてほしいというような御説明があったとこ

ろでございまして、残念ながら、じゃあいつ

飛ばすのかというところまではまだお示しは

なかったんですけれども、鋭意、熊本県、そ

れから日本政府、それから熊本国際空港株式

会社とラオス航空、ラオス政府のほうと、引

き続き飛ばす方向で調整をしていきましょう

というようなところまではこぎつけたところ

でございます。 

 今先生からの御質問がありましたジャパン

エキスポにつきましては、日本大使館が主催

しまして、そういう65周年という節目もあ

り、日本のことをよりラオスの皆さん方に知

っていただこうということで、首都ビエンチ

ャンのほうで開かれたものでございます。 

 今回はくまモンに登場していただきまし

て、それから、熊本市からはおもてなし武将

隊のほうにも登場していただきました。 

 非常にくまモンにつきましては、もう子供

たちから大人気でございまして、たちまち周

りに子供たちが集まってタッチしているよう

な状況でございまして、まだまだくまモンの

知名度というのはなかったんですけれども、

今回の１回だけでもそれだけ引きつける力が

あるということが確認できましたものですか

ら、ここは商工観光労働部あるいは知事公室

とも連携しまして、引き続きくまモンの知名

度をラオスでも高めていこうと。 

 あわせて、ぜひ、日本というのは、熊本と

いうのはこんなすばらしいんだということを

ＰＲさせていただきましたものですから、こ

れをきっかけに熊本にしっかり飛ばしていた

だこうということについては、意識づけがで

きたんではないかなというふうに思っている

ところでございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 経済環境委員会あたりでは報告があるんで

すかね。私も、ＳＮＳでしかそういう情報は

知り得なかったので、内田局長も頑張ってい

るんだなと、熊本県のブースでラオスにアピ

ールしているなと様子は確認できたんですけ
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れども、もともと、以前は岩下委員のほうか

らも戦中、戦前、戦後のお話なんかもありま

したけれども、ラオスというのはどういう国

なんだと、首都はどこなんだと、いろんな経

緯はともかく、日本への初の定期便を熊本に

ということにやっぱりなっているわけですか

ら、やっぱり好機として捉えるべきだなとい

うふうに私は思うんですよね。 

 ですから、さまざまな今説明があったよう

な諸事情で延期という形にはなっていますけ

れども、最初に言いましたように、こういう

御時世なので延期もやむなしということもあ

ったかもしれませんし、それがまた逆に好機

と捉えて、しっかり熊本県側もラオスを知る

きっかけ、何かいろんな経済団体のグループ

もできたみたいな報道も聞きましたけれど

も、もう少し報道の皆さんも巻き込んで、ラ

オスと熊本のつながりというのをしっかりつ

なげる動きを考えていただきたいなというふ

うに思います。 

 

○内田交通政策・情報局長 御示唆ありがと

うございます。 

 委員おっしゃいますように、やはりマスコ

ミの方々にもラオスの状況あたりについては

きちんとお伝えをしつつ、非常に日本に対し

て親日というのが、もう接しただけですごく

わかりますので、非常に国民は優しい方、気

持ちは優しい方だし、犯罪率は低うございま

すものですから、そういう部分も含めまし

て、しっかり日本のほうに、あるいはラオス

に対しては熊本のことをしっかりＰＲしてま

いりたいと思います。ありがとうございま

す。 

 

○前田憲秀委員 ぜひお願いしたいと思いま

す。 

 私も、いろんな経済活動をされている方と

のＳＮＳでしか情報はないんですけれども、

非常に友好的に動いているという話も聞いて

いますので、やっぱり日本初の定期便が熊本

でと、何でというところからも熊本に興味を

持ってもらう、そういうのを非常に私は好機

じゃないかなと思いますので、各方面に働き

かけて頑張っていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員長 ほかにありませんか。 

 

○鎌田聡委員 51ページですね。アクセス鉄

道の話ですけれども、ここに、年度末に調査

結果については報告書を受領するということ

で記載がしてありまして、それを精査した上

で本委員会において調査結果を報告予定とい

うことで、あと一般質問の中でも申し上げま

したし、前回の委員会でも、できるだけ年度

内の早いうちにということとあわせて、やっ

ぱり県民の大きな関心事でもあり、多額の費

用を要する事業なので、知事選の中でしっか

りとそのことについて、やっぱり理解を求め

るためにも早目に出してもらいたいという話

をしましたけれども、そういったお話は、鉄

道・運輸機構には話されたんですか。 

 

○重見交通政策課長 今年度調査のお話がご

ざいましたが、繰り返しになります。前回委

員会、それから今回の質問でも知事からお答

えしたとおり、現在、昨年度までは概略調査

を行っておりました。今年度は、鉄道・運機

構に委託をいたしまして、詳細な調査、それ

は具体的なルートであったり、あるいは事業

採算性、そういったものをしっかり精査中で

ございます。 

 これが、調査の結果が来るのが年度末、年

度内の予定となってございますので、その

後、県においてまずしっかり内容を精査した

後公表するということにしておりますので、

調査結果はそういうスケジュール感でお示し

するということを考えておるというところで

す。 



第５回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（令和２年２月18日) 

 

 - 12 - 

○鎌田聡委員 結果をお示しするのは、ここ

に書いてあるからわかります。答弁でもいた

だいたので。この前言ったときに、その後に

鉄道・運輸機構にできるだけ早目に出してほ

しいという話はされたんですか。 

 

○重見交通政策課長 今回鉄道・運輸機構に

お願いしているのは、非常に専門性が高く

て、かつ中立性、客観性を持った組織である

というのは国の政府系の機関でございます。

そこは、我々、去年とかは県がまさに主体と

してやっておりましたが、客観性を持たせる

ために今年度調査をしておりまして、そもそ

も年度内の調査というのを機構と契約してい

るわけで、我々は、その部分については、あ

る意味客観的な調査に介入と申しましょう

か、入るようなことはできないと考えており

ますので、そこは引き続き年度内の調査とい

うことで鉄道・運輸機構にはお願いしている

ところです。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、早目にという話はさ

れてないということなので、客観的調査だか

ら入れないという話がありましたけれども、

やっぱり途中経過を、これは丸投げじゃなく

て、しっかりと県としても私はやっぱり情報

を交換しながら進めていくべき話だろうし、

鉄道・運輸機構も、技術的検討と需要見込み

の検討をコンサルに投げていると思うんです

ね。で、技術的検討は２月28日が期限だとい

うふうに聞いていますけれども、２月28日期

限であるなら、それから結果を受け取って精

査をすれば、３月中には県としての考え方は

示せるんじゃないかなと思うんですよ。３月

中、３月31日じゃないですよ、真ん中ぐらい

にですね。そういったことも含みで対応して

いただきたいんですが、できるだけ早くとい

うことは考えてないですか。 

 

○山川企画振興部長 常々申し上げてきまし

たとおり、私どもは、本当に働き方改革とか

いろいろある中でも、部下が倒れない程度

に、本当にぎりぎり進めているつもりで私は

あります。 

 そういう上で申し上げますと、委員の問題

意識はわかるんですが、この需要予測にして

も、具体的にどういうルートにするのかにし

ても、Ｂ／Ｃにしても、これは先生方当然な

がら御存じだと思いますけれども、密接にか

かわっているわけでありまして、どれか切り

離してこれだけ途中のものをということは私

はできないと思うし、そういうものを先生方

にお示しして県民の皆さんに見ていただくこ

とは、私自身の説明が中途半端になるもので

すから、それはふさわしくないことだと私は

思っていますので、そこはぜひ御理解いただ

きたいと思います。 

 あともう１つ、繰り返しになりますけれど

も、私どもは、部下が倒れない程度に、本当

に全力でこの件については進めてございま

す。 

 

○鎌田聡委員 部下を倒すまでやれと、急げ

という話はしてないんですよね。そういうや

っぱり県民に理解を得るためには、県民の皆

さんにできるだけ広くわかっていただくため

には、そしてまたこの事業をしっかりとその

後進めていくのであれば、やっぱりそういっ

た知事選というのは大きな機会であり、一つ

のチャンスと言えばチャンスなんですね。そ

ういう機会にやっぱり示すべきだということ

で申し上げてきたのであって、そこが半年も

前倒せという話じゃないんですよね。半月ぐ

らいでいいんです。半月というか、１カ月ぐ

らい前倒せばいい話であって、それがなぜで

きなかったのかなというふうに思いましたの

で。 

 

○山川企画振興部長 繰り返しになって申し

わけないんですが、その先生の問題意識はよ
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くわかるんですけれども、我々としては、全

力で急いできている中、去年の４月にこうい

うスケジュールでということを機構さんにも

相当無理をお願いしてやっているような状況

でございますので、そこはぜひ御理解いただ

きたいなと思っています。 

 

○鎌田聡委員 もうそういうことなら、なか

なかこれは難しい話で仕方ないと思う。非常

に、でも残念ですね。やっぱりそういったで

きるだけ早目に出そうという姿勢を持って取

り組んでほしかったというふうに思います

し、それと、済みません、１つちょっとこれ

はまた確認で教えていただきたいんですけれ

ども、前回平成20年度に１回検討されていま

すよね、平成20年度に。あのときに、いわゆ

るＢ／Ｃ、合わないということで断念されて

おりますけれども、あのときの事業費という

のは幾らだったんですかね。三里木からたし

かルートでやったと思いますけれども。 

 

○重見交通政策課長 約10年前の調査で言え

ば、三里木から空港まで280億円程度という

結果でございました。 

 

○鎌田聡委員 それも鉄道・運輸機構がはじ

いたんですか。 

 

○内田交通政策・情報局長 済みません、10

年前、私がちょうど担当しておりましたもの

ですから。 

 そのときは、全く県独自に民間のコンサル

タントに委託してはじいた金額でございま

す。ですから、今回のようなＪＲの負担スキ

ームですとか国の補助のスキーム等は、そこ

まで考慮した数字ではございません。 

 

○鎌田聡委員 今回は、額的にはやっぱり金

額がはね上がっているというのは確かだろう

し、それから、詳細の今年度中どのくらいに

なるか見通しはできませんけれども、やっぱ

りできるだけ現在の詳細な数字というのは早

く出すべきだということとあわせて、やっぱ

り前回はたしか１日2,500人ぐらいを想定さ

れてはじいた数字だと思うので、今回は

6,900人と倍以上になっていますので、そこ

の根拠も含めて、しっかりとやっぱりこれは

説明をすべき事業だと思いますから、なかな

か期限的にはちょっとこちらと考え方が合い

ませんけれども、しっかりと丁寧に今後進め

ていっていただきたいということを申し上げ

ておきますし、あわせて、先ほどの都市圏道

路ネットワークの話でも、空港アクセスで約

20分で行けるような道路を今後つくっていか

れるわけですから、そういったところともあ

わせて、こういうのができるのであれば、ま

あバスもひゅっと20分で行くわけですから、

そことの比較検討、こういったものも必要に

なってくるだろうと思いますので、今の調査

の中でしっかりと出していただいた上で、あ

わせて来年度中にはこの道路のほうの絵も出

てくるということでありますから、そういっ

たのも含めて、この事業をどう進めていくの

かという検討を進めていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

○宮部土木部長 私のほうでちょっと発言さ

せていただいた来年度中の計画という話の中

で、今回の空港までのアクセスの話なんです

けれども、これに関しても、基本的には計画

という形を今回お示ししようということで今

考えておりまして、その中で、先ほどあった

構造的なものとか、例えば有料なのか無料な

のかとか、いろんな事業手法があります。そ

れに対しては、それから進めてまいりますの

で、今やっているこのアクセス鉄道の時間軸

とは、全くちょっと多分合わないというふう

に僕らも思っております。 

 ただ、その中で、知事のほうからも発言が

ありましたけれども、基本的に１つのアクセ
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スのルートだけではなくて、いろんな手法が

重なって、そこを使われる方が要は選択でき

るような、まあ福岡の話をちょっと知事のほ

うもされたんですが、そのようなイメージで

おりますので、アクセスの道路とアクセス鉄

道を同じ時間軸で、今のところ整備自体もそ

こについてはちょっと間に合わないという

か、合わないというふうに私ども思っていま

すので、そこはちょっと切り離して、構想と

して考えさせていただければというふうに思

っております。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 それは進める側の事情であっ

て、やっぱり県民としては、こういうのがで

きるのであれば、できるだけ時間軸を合わせ

て比較検討させてもらいたいという思いもあ

りますので、お金がたくさんあるなら両方や

ればいい話でありますけれども、どちらがや

っぱり有効なのかということも検討するため

にも、そこはぜひ努力はしていただきたい

し、複数のルートという話もございました。

アクセス鉄道も、豊肥本線を利用するやつで

ありますけれども、やっぱり複数のルートが

なければ、足りないと思いますね。道路も含

めてですね。 

 やっぱり豊肥本線も、御存じのとおり、こ

としは２回ほど事故でとまっているんですよ

ね。そういうリスクが、ことしだけじゃなく

て、いつも何かあそこは途中で事故があった

ら、単線ですからすぐとまりますので、そう

いったリスク回避も含めて、やっぱり時間軸

を合わせて道路のほうも進めていただきたい

ということを申し上げておきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員長 ほかにありませんか。 

 

○岩下栄一委員 ラオスの問題ですけれど

も、先ほど前田委員から非常に適切な御意見

がございましたけれども、内田情報局長に再

度お尋ねしますけれども、一説には、向こう

はスタッフ不足で、ノウハウも何もないし、

国営航空会社のくせに全くの体制ができてな

いという情報があります。 

 もう一つは、何か政権内の政争が激しく

て、それが響いているんじゃないかという見

方もありますけれども、その点、向こうにお

いでになって随分活躍されておいでになりま

したけれども、何かないですかね、情報は。 

 

○内田交通政策・情報局長 ありがとうござ

います。 

 まず、ラオス国営航空につきましては、既

に、例えば韓国・仁川線ですとかあるいは中

国本土に向けての路線も既に持っておりまし

て、きちっと安全に定時運航もなされており

ますので、スタッフ不足という点はないかと

思います。 

 ただ、今回、日本政府、それから熊本県側

とラオス航空と折衝している中で、例えば今

着陸料の免除ですとかあるいは日本側でしっ

かりラオス側の分も含めてＰＲやりますよと

いうようなお話をしますと、非常に向こうは

びっくりされると、そんな支援があるんです

かというようなことを、何か初めてそんなふ

うに日本からの提案を受けましたというよう

なことをお話をされる状況でありますので、

その辺については、ちょっと非常に日本から

の今回の提案というのは斬新に受けとめられ

ていらっしゃるんだなというふうに思いまし

た。 

 それから、政府につきましては、いろいろ

その関係機関、日本大使館を通じまして情報

を収集しておりますけれども、非常に逆に今

安定しているというふうに伺っているところ

でございます。 

 以上です。 
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○岩下栄一委員 わかりました。 

 何か私の情報が間違うとったんですね。私

のラオスに関する情報源は、県選出の木原国

会議員の情報ですけれども、大した情報源じ

ゃなかったわけですね。 

 ということで、委員長、もう１つ。 

 ソウル線が復活したことは大変喜ばしいこ

とですけれども、これは所管違いで厚生常任

委員会の話かもしれませんけれども、熊本の

場合は、海外便の検疫体制とか、これはどん

な感じですかね。 

 

○重見交通政策課長 新型コロナウイルス、

今流行しておりますが、これの対策の御質問

がございました。 

 まず空港での取り組みでございますが、ま

ず、国として厚生労働省の要請に基づきまし

て、中国からの到着便扱いとなります香港エ

クスプレスにおいて、乗客の方に対し、せき

や発熱等の症状がある場合あるいは解熱剤等

を服用している場合は、検疫官に申し出るよ

う機内でしっかりアナウンスし、それから健

康カードというものを配付して、周知をしっ

かり実施しているというところでございま

す。 

 それから、これは中国、香港からの到着便

に限らず、国際線の乗客に対しましては、飛

行機をおりた後に、国際線のビル内の検疫検

査場で、サーモグラフィという体温がわかる

器械がございますが、これによる体温確認を

検疫所のほうで実施しているというところで

ございます。 

 さらに、中国便の乗客で、症状はなくて

も、これは国としての対策ですが、14日以内

の湖北省、それから浙江省での滞在歴がある

場合、あるいは両省発行のパスポートを持つ

外国の方である場合は、国によって口頭審理

の上、特別な事情がなければ国内への上陸は

拒否されるという扱いを今されているという

ところで、しっかり対策はとれているという

状況でございます。 

 

○岩下栄一委員 今のところは、熊本県では

患者が出ておりませんものですから、安心し

ておりますけれども、将来的にもっと国際化

が進んでどんどん外国からやってみえると、

違う病気が来るかもしれぬし、まあ検疫体制

をよろしくお願いいたします。 

 

○髙木健次委員長 ほかにはありませんか。 

 

○田代国広委員 ラオス線について１点お尋

ねいたします。 

 いろいろな、ラオス線が熊本にできると聞

いたとき、大変期待といいますか、ある意味

でうれしく思ったんですけれども、その後、

足踏み状態と申しますか、なってしまって、

大変憂慮しておるんですけれども、いろいろ

なネックがあってなっていると思うんですけ

れども、素人的に考えるならあるいは一般的

に考えるならば、いわゆる費用対効果です

ね。費用対効果から見た場合は、どういった

受けとめ方をされているんですか。 

 

○重見交通政策課長 まず、費用対効果、今

回就航が再延期になったというのは先ほど内

田局長からもございましたとおり、やはりラ

オス政府のほうでしっかりその採算性を見き

わめようとか見きわめなさいという方針が出

たために、例えば、今、旅行需要などの市場

調査あるいはその利益、リスクといった収支

の見きわめに時間を要しているという現状で

ございます。 

 その上で、ラオス航空としては、従来から

この委員会の中でも御説明をしたかと思いま

すが、やはりラオスだけの人口ですと、700

万人ということで非常に小さくはございます

が、ただ、隣国はタイという国がありまし

て、その北部はかなり大きな市場、そして、

タイの方々は、最近、訪日客が非常に急増し
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ているというところでございますから、ラオ

ス航空は、ラオス国民の方だけではなくて、

むしろその隣国であるタイ北部の方を取り入

れることによって、それを日本に送客すると

いうようなことを考えておられますので、そ

この需要については、当然我々県としても、

しっかりラオス航空と一緒になって、そこの

部分をしっかり整理した上で、最終的にはラ

オス航空はそのラオス政府、先ほどお話ござ

いましたが、首相府というところを説得しな

いと就航が実現しないという状況であります

ので、我々は、そこはしっかり関係者と一緒

になって鋭意努力をしたいと思っているとこ

ろでございます。 

 

○髙木健次委員長 ほかにはありませんか。 

 

○松村秀逸委員 いろいろと質問というより

も、私は、熊本交通アクセス、61ページの特

に東バイパスの連続立体化については、質問

の中でしっかり訴えたところでございますの

で、ぜひ早目の結論を、どういう形でするか

というのをぜひお願いしたいというのが１つ

と、それと、空港までの交通アクセスについ

ても私は訴えたほうでございます。特に、三

里木から運動公園を抜けたものをぜひ、大量

輸送というのでぜひこれは必要と思いますの

で、ぜひ前向きにしていただく方向で今行っ

ていますので、反対意見もありますが、ぜひ

強く私はお願いしたいと思います。 

 できるだけ採算が合うためにどうしたらい

いかというのは、せんだって知事もおっしゃ

ったように、いろんな企業を誘致したり、ま

た大学も先にできるということでございます

ので、ぜひこれは熊本にとって必要と思いま

すので、ぜひよろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員長 ほかにありませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りし

ます。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 次に、その他として何かありませんか。―

―なければ、本日の議題についてはこれで終

了します。 

 これをもちまして本日の委員会を閉会しま

す。 

  午前10時59分閉会 

 

○髙木健次委員長 なお、執行部において、

本年３月末をもって退職される方が本日３名

出席されております。３名の方々に、一言ず

つ御挨拶をいただければと思っております

が、委員の皆様よろしいでしょうか。 

  (「はい」と呼ぶ者あり) 

○髙木健次委員長 それでは、一言ずつでも

結構ですので、御挨拶をお願いします。 

（土木部長、都市計画課長、警察本部

交通部長の順に挨拶） 

○髙木健次委員長 ３名の方、本当に大変御

苦労さまでございました。 

 また、私のほうも、本年度最後の委員会で

ございますので、一言御挨拶申し上げたいと

思います。 

 昨年６月から、緒方副委員長の協力を得ま

して本委員会を進めてまいりましたが、委員

の皆様方には熱心に御審議をいただき、心か

ら感謝を申し上げたいと思います。 

 また、山川部長、宮部土木部長を初め執行

部の皆様方には、大変円滑な委員会運営に御
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協力いただき、心からお礼を申し上げたいと

思います。 

 本年度は、計４回の委員会審議のほかに、

１月21日から23日まで、宮城県、岩手県のほ

うを視察させていただきまして、空港アクセ

ス鉄道や環状道路整備、また震災からの復

旧、復興の状況等に関する視察を行うなど、

大変実のある委員会視察であったというふう

に思っております。 

 また、阿蘇くまもと空港へのアクセス改善

と熊本都市圏の交通渋滞の緩和は、これから

の熊本地震からの創造的復興はもとより、本

県の発展に欠かせない重要な課題でありまし

て、県民の関心も非常に高いように思われま

す。 

 今後、本委員会の審議も踏まえていただき

まして、これからも着実にこの熊本県の発展

に取り組んでいただければ本当にありがたい

というふうに思っております。 

 最後になりましたけれども、各委員並びに

執行部の皆様方の御健勝とこれからの御活躍

を心から委員長として祈念を申し上げまし

て、簡単ですが、お礼の御挨拶にかえたいと

いうふうに思います。 

 本当にありがとうございました。(拍手) 

 そして、緒方副委員長のほうからも一言お

願い申し上げます。 

 

○緒方勇二副委員長 この１年、髙木委員長

初め委員の皆さん方には御協力いただきまし

て、届かぬながらも副委員長を務めることが

できました。本当にありがとうございまし

た。 

 また、執行部の皆様方にも、真摯な答弁を

いただきまして、本当にありがとうございま

した。 

 今後、皆様方におかれましては、どうぞ職

務に精励いただきますよう心から祈念申し上

げ、御挨拶とさせていただきます。 

 １年間大変お世話になりました。(拍手) 

○髙木健次委員長 ありがとうございまし

た。これで委員会を閉じます。 

 本当にお疲れさまでした。 

  午前11時７分 
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